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　8月15日(土)、16日（日）にかけて、9月2日（水）から始まる「ドラパス佐伯

旅っチャ」のPRを、帰省客や観光客で賑わう古賀サービスエリアで行いました。

NEXCO西日本の高速道路乗り放題サービス「ぎゅぎゅっと九州まんきつドライブ

パス」を利用して佐伯市観光案内所を訪れると、「伊勢えびまつり」や「寒ブリま

つり」の参加店舗で使えるお食事券が当たるガチャに挑戦できます（最大１万円

が当たるチャンスも！）。高速道路をお得に利用して佐伯市を訪れ、美味しい食を

楽しんでいただける企画で誘客を図ります。
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●ドラパス佐伯旅っチャを古賀SAでPRしました！

●福岡市東区ガーデンズ千早で
　アンテナショップを開催しました！

　8月17日(月)～9月8日(火)にかけて、福岡市東区ガーデンズ千早でアンテナショップ「大分・佐伯

SA」を開催しました。

当アンテナショップは、佐伯市の魅力を福岡都市圏へ届け、未来のファンや交流を生み出す地域共創

プロジェクトとして、九州産業大学の学生と連携し、開催したものです。

単なる商品を販売するのではなく、『浦100』の活動の一環として、学生たちは事前研修や佐伯でのフ

ィールドワークを通じ、豊かな食文化や風土、事業者の想いを体感しました。佐伯の“トップセールス

マン”として、40種類以上の特産品や佐伯市の魅力を自分の言葉で発信します。若者の力で佐伯市と

都市圏をつなぎ、地域の活性化を目指します！
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　8月17日(月)、一般社団法人九州観光機構主催の「欧米豪市場誘客に向けた研修」に参加しました。

長期滞在や消費額の拡大が期待される欧米豪市場は、今後の佐伯市の観光振興において重要なターゲッ

トです。研修では、文化的な価値観やガイディングの考え方に加え、欧米旅行者が「人があまり訪れな

い場所」や体験型の旅、口コミ・レビューを重視する傾向を学びました。また、「冒険」とは屋外アク

ティビティだけでなく、異文化や新しい習慣に触れる体験そのものだという視点が特に印象に残りまし

た。全４回の研修を通じ、学びを佐伯市の観光振興にしっかり還元していきます！

●佐伯の夏を彩る「さいき火祭り2 0 2 6」協賛のご報告。

　佐伯市の夏を代表する行事として、9月20日（日）

に「さいき火まつり2026」が開催されます。

8月25日（火）、当法人も協力団体として参画するの

で、本祭りへの期待や地域振興への思いについて、

「さいきフェス実行委員会（公式SNSアカウント）」

より取材を受けました。

本祭りが、未来を担う子どもたちの心に深く刻まれる

“地域の力”となり、佐伯市の活力向上につながること

を願っております。

　　https://www.instagram.com/saikifes2026/

●欧米豪市場に向けたインバウンド研修を受講しました！



●九州観光コンテンツ商談会に参加しました！

　 8月26日（水）、電気ビルみらいホール（福岡市中央区）で開催された「九州観光コンテンツ商談

会」に参加しました。佐伯市の観光を旅行商品につなげるため、旅行会社の企画・仕入担当者に向け、

伊勢えび、岩がき、寒ぶりなど四季折々の「食」、造船所の進水式、豊かな自然など、佐伯市ならでは

の魅力を紹介しました。また、各社のニーズを伺いながら具体的な観光コンテンツを提案しました。地

域の観光資源と旅行会社をつなぎ、旅行商品の造成や誘客につなげていきます。

●旅行会社に佐伯市の観光情報などを紹介しました！

　 福岡市中央区での「九州観光コンテンツ商談会」に合わせ、翌日の8月27日（木）は事前にアポイ

ントを取っていた筑後市の旅行会社１社、柳川市の旅行会社２社を訪問しました。各社の旅行商品やお

客様のニーズを伺いながら、佐伯市の観光情報や食、体験コンテンツなどを紹介しました。旅行会社と

の商談の場をつくるだけでなく、こちらから直接足を運び、佐伯市の観光を旅行商品として取り扱って

もらうための営業活動にも取り組んでいます。



　 当法人は、令和７年２月５日に、佐伯市、株式会社大分銀行、株式会社タイミーとの包括連携協定

を締結しました。本協定は、市内事業者の労働力確保をはじめ、関係人口の創出や、将来的な移住・

定住につなげていくことを目指しています。

 　8月28日（金）、その取り組みの一環として開催された本セミナーでは、市内事業者が、繁忙期な

どに必要となる短期間労働者を確保する手段として、株式会社タイミーのサービスや利用方法につい

てご紹介し、登録・活用を促しました。当日は、佐伯商工会議所、番匠商工会、あまべ商工会にもご

協力いただき、約30事業所が人材確保に向けた新たな選択肢を学ばれました。

　今後は、９月にワーカー（働き手）を対象としたセミナーの開催を予定しています。市内事業者と

働き手をつなぐ機会をつくり、地域内での新たな人の流れを生み出したいと考えています。

　当事業は独立開業する意欲のある方に、低廉な家賃で一定期間経営を経験する場を提供すること

で、今後の地域商業の担い手となる起業家の育成を図り、独立開業を目指してもらうものです。

　１号店は飲食業等（例：カフェ・軽食など）に向いた厨房設備のある店舗になります。そのほかに

冷暖房、駐車場（２台分）もあります。詳しくは当法人のHPをご覧ください。

　https://machi-center.net/challenge-shop/

●佐伯市ワークトライアル事業「タイミー活用セミナー」を開催しました！

●チャレンジショップ１号店の出店者募集を開始しました！



　8月2日(日)は、食の異文化交流第１弾として「ベトナムの家庭料理にふれてみよう」をテーマに実施し

ました。講師は株式会社長尾製作所のスアン氏と国際交流員のダット氏の他、株式会社長尾製作所の技能

実習生４名にもお手伝いいただきました。企画背景として、佐伯市はベトナムのニンビン省と協力関係及

び友好交流のためのMOU覚書を締結し、毎年双方の高校生が交流を深め、今年度はベトナムの高校生が佐

伯市に来訪します。また、佐伯市内居住の外国人が1,000人を超えて、様々な分野で活躍されている姿を

見る機会が増えたことから、食を通した交流の場を目的に企画しました。当日は24名の参加者とコミュニ

ケーションを取りながら調理し、試食時にはダット氏よりベトナムの紹介、干支の違いなどざっくばらん

な話に大変盛り上がりました。第２弾はミャンマーの家庭料理を予定しています。

●８月は計３回の食育ワークショップを開催しました！

　8月11日(火・祝)の食育ワークショップは、佐伯市内のホテルで提供されているとり天作りをしました。

大分県の郷土料理でもあるため、知る機会の創出も目的に開催しました。講師は大西由美子氏、山野律子

氏の２名です。作り方のデモンストレーションを行い、各台に分かれて調理しました。参加対象を小学生

以上としていたため、小学生のみの参加もあり、初めて会う方々と一緒に協力して作り上げていました。

これだったらおうちでもできそうという嬉しい声を聞くことができ、世代間交流にもつながりました。　

　8月18日(火)の食育ワークショップは、さいき城山桜ホールの近く、船頭町にて不定期でお菓子の販売を

しているヨハクの工藤怜子氏を招いてヨハクを代表するドーナツ作りをしました。普段食べているものが

このような材料、工程で作られていることに驚いている姿があり、お菓子作りの一部分でしかないです

が、参加者の「考える」きっかけになればという想いで実施しました。

　９月は前期の総まとめになりますので、より実りある食育ワークショップになるよう努めて参ります。



　夏休みランチプロジェクト実行委員会様よりご依頼いただき、当法人の食育担当が講師を務めました。

この取り組みは、７月末～８月上旬の６日間、11名のこどもたちが作りたいメニューを考え、買い物、調

理を行うことで、自ら考えて行動する主体性を育むものです。最初の２日間は調理をする上での衛生面、

包丁の扱い方を学び、メニュー決めを行いました。それらに沿って講師がレシピを作成し、そのレシピを

元に３日目と５日目はタクシーに乗ってマルミヤストア中の島店に行き、電卓で計算をしながら２回分の

買い物をしました。その後、戻ってから調理に取り掛かり、スタッフは見守りに徹するという流れです。

大人が口出しすれば１時間もあれば作れるものばかりですが、こどもたちが自ら考えることを大切にした

プログラムのため、１時間半程かかります。

　調理はただ作るだけではなく、予算、メニュー決め、買い物、調理、片付けなどすることが多々ありま

す。でもこれらをやりきったこどもたちの表情は、たったの６日間でしたが、達成感に満ちていました。

また、自宅に帰ってから家族に作った子、おうちの方に感謝の言葉を伝えた子と嬉しい報告があり、当法

人としても初めての取り組みでしたが良い学びの機会となりました。

●夏休みランチプロジェクト（こどもがつくるおひるごはん
食育×主体性を育む体験プログラム）を開催しました。

＜メニュー＞★の日が自分たちで考えたメニュー

１日目　オムライス、野菜スープ、フルーツ寒天

２日目　親子丼、みそ汁、きゅうりの酢の物

３日目　★カレーライス、フルーツヨーグルト

４日目　★ごはん、からあげ、付け合わせ野菜、みそ汁、ゆでたまご

５日目　★ごはん、ハンバーグ、付け合わせ野菜、みそ汁、果物

６日目　★ハンバーガー、オーブンポテト、ジュース



○ ○ 旅 館 m a i l ： i n f

　●行 事 名 ：東九州伊勢えび海道・伊勢えび祭り2026

 　  日      時：9月2日(水)～11月30日(月)

 　  と こ ろ ：大分県佐伯市、宮崎県延岡市の食事処・宿泊施設計28店舗

 　  詳      細：「東九州伊勢えび海道・伊勢えび祭り」公式HPをご覧ください。

 
　　　　　　　　https://www.visit-saiki.jp/events/detail/ee4fd5bb-1966-4a3e-88c7-2d78e12a0a9c

　

　●行 事
名
：るるパークコキアンヒルカーニバル「佐伯フェア」

　　日　　時：9月21日(月・祝)　10:00～16:00

　　会　　場：るるパーク

　　参加内容：観光PR・佐伯産品物販にて出展します。

　●行 事
名
：ハーモニーランド35周年イベント　”県産県消”大分18市町村マルシェ

　　日　　時：9月26日(金)～27日(日)　10:00～16:00

　   会　　場：サンリオキャラクターパーク　ハーモニーランド

 




参加内容：観光PR・佐伯海事カレー・佐伯産品物販にて出展します。

　●行 事
名
：ビール列車日帰りツアー

　　日　　時：9月26日(土)　17:56佐伯発～18:41重岡駅着

　　　　　　　　　　　　　  19:06重岡発～19:45佐伯駅着

　　募集期間：7月22日(水)～9月4日(金)　※募集は終了しました。

 　  詳　　細：佐伯市観光ナビをご覧ください。

 
























https://www.visit-saiki.jp/events/detail/ee4fd5bb-1966-4a3e-88c7-2d78e12a0a9c

一般財団法人

観光まちづくり佐伯

【発刊】

0972-23-1101
住所：大分県佐伯市中村南町9-5

https://machi-center.net/

今後の予定スケジュール（～10月1 5日まで）
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	　　参加内容：観光PR・佐伯産品物販にて出展します。
	　●行 事 名 ：ハーモニーランド35周年イベント　”県産県消”大分18市町村マルシェ
	　　日　　時：9月26日(金)～27日(日)　10:00～16:00
	　   会　　場：サンリオキャラクターパーク　ハーモニーランド

	参加内容：観光PR・佐伯海事カレー・佐伯産品物販にて出展します。
	　●行 事 名 ：ビール列車日帰りツアー
	　　日　　時：9月26日(土)　17:56佐伯発～18:41重岡駅着
	　　　　　　　　　　　　　  19:06重岡発～19:45佐伯駅着
	　　募集期間：7月22日(水)～9月4日(金)　※募集は終了しました。
	　  詳　　細：佐伯市観光ナビをご覧ください。
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